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春の火災予防運動（４月20日～４月30日）

《全国統一標語》

　『あなたです　火のあるくらしの　見はり役』
《留萌消防組合テーマ》

　『火災から　生命を　守ろう』
午後８時サイレン吹鳴

すい   めい

外出前・おやすみ前の防火点検を習慣づけましょう。
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地域では、お年寄り家庭へ「防災アドバイス」を

●紙面に対するお問い合わせは● 
　　　　　留萌消防組合消防署　予防課
　　　　　　　電話　０１６４－４２－２２１１ 
　　　　　　　直通　０１６４－４２－２２９６ 
　　　　　留萌消防組合小平支署　予防係 
　　　　　　　電話　０１６４－５６－２２２１ 
　　　　　留萌消防組合鬼鹿支署 
　　　　　　　電話　０１６４－５７－１２５３

地域では、お年寄り家庭へ「防火アドバイスを」

　近年、住宅火災の死者は建物火災全体の約９割にものぼり、このうち約７割が逃げ遅れによるものとなっています。このた
め全国で住宅用火災警報器の設置が義務化され、留萌市・小平町でも新築の住宅は平成18年6月1日から、既存の住宅について
も平成23年6月1日から設置が義務化されることになりました。
　火災の早期発見は生命、身体、財産を守る上で非常に大切です。「自分の家は大丈夫」ではなく、「もし火災が起きたら」の事を
考えて、住宅用火災警報器の設置をお願いします。

設置場所は…�
寝室及び階段室と�
なっています。�

主寝室�階段�子ども部屋（寝室）�
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　留萌消防組合管轄（留萌市・小平町）の携帯電話による１１９番通報が変わります。
　今までは、ドコモ・au・ボーダフォン各社からの１１９番通報は、稚内消防本部が代表で受信し、管轄消防本部に転送
していましたが、平成１８年２月２１日から留萌消防組合エリア内からの通報は留萌消防本部（署）通信指令室に直接つ
ながるようになりました。

　１１９番がつながったら、火事か救急か？また○○市○○町と正確な住所を伝えてください。それにより、管轄消防に転送します。
　移動中に事故などを確認した場合は、安全な場所に車両を停車させ通報して下さい。（運転中の携帯電話の使用は道路交通
　法で禁止されています。）
　携帯電話からの通報は、電波状況により途中で切れたり、通話状態が悪い場合があります。近くに加入電話があれば、なるべ
　くその電話を活用しましょう。
　住所がはっきりしない場合は、目標物・看板など場所が特定できるものを伝えましょう（自動販売機が近くにあれば住所が表
　示されています）。この場合は、管轄消防本部に転送されることもありますので指示に従って下さい。

　携帯電話１１９番通報についてのお願い　

※　市町村の境界線付近からの通報では、電波状況により必ず管轄消防本部につながるとは限りません。
　　１１９番がつながったら○○市○○町と住所を伝えましょう。
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